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穫
し
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で
調
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す
る
旭
陽
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校
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年
生
児
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︵
網
干
区
坂
上
︶
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伊
勢
地
区
の
取
り
組
み

　
　
　

︱

集
落
の
未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
︱

　
　
　
　
　
　
　 
 

　
　
　
　
　
　
　
　

写真：生活環境の改善の様子

　　　獣害防護柵周辺の竹・雑木の伐採により

　　　見通しを良くし、鳥獣の出没を軽減

　農地の売買・贈与・貸借等には農地法第３条に基づく

農業委員会の許可が必要ですが、許可要件の１つに所有

農地の下限面積があります。

　姫路市では、家島町宮、家島町真浦及び家島町坊勢の

区域並びに都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）第７

条第１項による市街化区域が 10 、それ以外の地域を

30 と設定しています。

　農業委員会法第７条では、農業委員会は農地等の利用の最適化の推進に関する目標とその方法について、指針を定め

ることが求められており、平成 29 年の改選時に指針が作成されています。

　姫路市農業委員会の指針として具体的な目標を、農業委員及び農地利用最適化推進委員の改選期である３年ごとに検

証・見直しを行うこととなっており、令和２年の改選時に下記のとおり目標値を設定しました。

農地法第３条第２項第５号
　　　　　　括弧書の規定による別段面積　遊休・荒廃農地等の解消と

利活用促進の早期発見と是正

指導などを目的として、10 月

19 〜 21 日、６班体制でパト

ロールを実施しました。

　その結果、遊休農地の所有

者等へ、改善指導や農地利用

意向調査を行いました。

農地パトロール実施

１ . 遊休農地の発生防止・解消について

姫路市農地利用最適化推進の指針（目標値の設定）

　
林
田
町
上
伊
勢
地
区
の
米

作
り
農
家
の
平
均
年
齢
は
現

在

68

歳
で
、
毎
年
一
歳
ず

つ
階
段
を
上
る
よ
う
に
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
五
年
後
に
は

集
落
内
農
地
の
約
三
分
の
一

が
休
耕
田
か
放
棄
田
に
な
っ

て
い
く
よ
う
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

解
決
す
る
た
め
に
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
、
当
地
区
に

新
た
な
担
い
手
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
環
境
作
り
を

一
歩
ず
つ
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
①
獣
害
防
止
対

策
︵
柵
の
補
修
︶
②
水
田
の

わ
け
町
︵
畦
︶
撤
去
に
よ
る

作
業
性
の
改
善
︵
コ
ン
ク
リ
ー

ト
境
界
の
撤
去
等
︶
③
生
活

環
境
の
改
善
︵
獣
害
防
護
柵

周
辺
の
雑
木
の
伐
採
︶
な
ど

で
す
。
加
え
て
、
令
和
二
年

度
よ
り
、
市
の
鳥
獣
対
策
サ

ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
活
用

し
、
専
門
知
識
を
有
す
る
民

間
業
者
の
支
援
を
受
け
、
捕

獲
に
つ
い
て
勉
強
会
を
重
ね

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
柵
の

管
理
や
捕
獲
の
実
践
を
通
じ

て
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
末
に
姫

路
市
と
農
業
参
入
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
有
限
会
社

ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
が
、
下

伊
勢
地
区
に
お
い
て
、
現
在

約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
野
菜
等

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
計
画
と
し
て
は
、
林
田
町

全
域︵
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
︶
に

拡
張
し
て
い
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

︵
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
山
下
　
善
文
︶

遊休農地の解消目標

改正時の現状（令和２年８月）

管内農地面積

目　　　　標（令和５年８月）

4,539.0  

4,377.5  

遊休農地面積

43.0  

26.5  

遊休農地の割合

0.95%

0.61%

改正時の現状（令和２年８月）

管内農地面積

目　　　　標（令和５年８月）

4,539.0  

4,377.5  

集積面積

631.9  

731.5  

集積率

13.9%

16.7%

改正時の現状（令和２年３月）

新規参入者（個人）・取得面積

目　　　　標（令和５年３月）

83 人・30.7  

144 人・54.0  

新規参入者（法人）・取得面積

７法人・  7.9  

11 法人・10.2  

２ . 担い手への農地利用の集積・集約化について

担い手への農地利用の集積の目標

３．新規参入について

新規参入の促進目標      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※目標の数値は平成29年３月からの累計

作業前

作業後
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田植え体験

ラジコンヘリコ

プターによる農

薬散布の様子

稲刈り体験

令和３年度利用権設定のお知らせ　

パソコンソフト簿記研修会開催令和２年度主要水稲作付状況(姫路市)

お
米
博
士
に
な
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　

︱ 

旭
陽
小
学
校
５
年
生
児
童
に
よ
る
食
育
体
験 

︱

　

食
育
の
一
環
と
し
て
、
田
植
え

か
ら
稲
の
収
穫
及
び
収
穫
し
た
米

の
炊
飯
・
試
食
を
体
験
し
た
子
供

た
ち
は
農
業
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
は
食
の
多
様
化
に
よ
り
、

米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

遊
休
農
地
の
増
加
に
繋
が
っ
て
お

り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
今
回
の
体

験
を
通
じ
て
農
業
の
大
切
さ
や
お

い
し
い
お
米
の
あ
り
が
た
さ
を
実

感
し
、
米
の
消
費
量
の
増
加
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

︵
農
業
委
員　
　
　
　

宏
章
︶

 市街化区域以外の農地では、農業経営基盤強化促進

法に基づく利用権設定の手続きを活用できます。

 利用権設定による貸借は契約期間が満了すれば、貸

主に自動的に農地が返ってくるため、土地所有者が安

心して農地を貸せる仕組みになっています。

　＜対　　象＞　市街化区域以外の農地

　＜期　　間＞　原則3ă6 ă10年のいずれか

　＜公告時期＞　年2回

　　　　　　　 　5 月14日（3月10日までの申込分)

　　　　　　　　11月15日（9月10日までの申込分)

＜問い合わせ＞　農政総務課　☎079-221-2475

品　種 収　量

キヌヒカリ

ヒノヒカリ

きぬむすめ

兵 庫 夢 錦

2,920ｔ

2,250ｔ

1,660ｔ

  135ｔ

作付面積

656  

501  

378  

 33  

作況指数

（ＪＡ兵庫西資料）

95

 

姫
路
市
南
西
部
に
位
置
す
る

旭
陽
小
学
校
で
は
、
５
年
生
児

童
が
、
地
域
の
農
区
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
﹁
お
米

博
士
に
な
ろ
う
﹂
と
銘
打
っ
て
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
田

植
え
か
ら
収
穫
ま
で
一
連
の
農

業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
６
月
中
旬
、
学
校
近
く
の
田

ん
ぼ
を
借
り
て
田
植
え
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
家
の
手
伝
い

で
経
験
し
て
い
る
子
や
初
め
て

の
子
も
、
﹁
ど
の
深
さ
ま
で
植

え
る
の
か
﹂
な
ど
、
農
区
長
さ

ん
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。
素
足
で
入
る
田
ん
ぼ

の
感
触
を
味
わ
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
も
気
を
付
け
て

田
植
え
を
し
ま
し
た
。
﹁
苗
を

ま
っ
す
ぐ
立
て
る
の
が
難
し
い
﹂

と
言
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に

植
え
、
農
区
の
方
々
に
も
ほ
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
植
え
を
し
て
か
ら
は
、
稲

の
様
子
を
観
察
し
、

友
達
や
先
生
に
報
告

す
る
子
も
い
ま
し
た
。

　
８
月
下
旬
、
稲
の

背
丈
も
大
き
く
育
っ

て
き
た
こ
ろ
に
、
農

薬
を
散
布
す
る
様
子

を
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
本
来
な
ら
夏
休

み
中
に
行
わ
れ
る
作

業
で
す
が
、
今
年
は

夏
休
み
が
短
縮
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

﹁
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

大
き
い
﹂
と
大
興
奮
で
し
た
。

農
薬
に
は
、
害
虫
を
駆
除
し
、

成
長
を
促
す
作
用
が
あ
る
こ
と

も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
下
旬
、
い
よ
い
よ
待
ち

に
待
っ
た
稲
刈
り
の
時
で
す
。

田
植
え
の
時
と
同
様
に
、
農

区
長
さ
ん
か
ら
稲
刈
り
の
方
法

な
ど
を
聞
き
作
業
開
始
で
す
。

の
こ
ぎ
り
鎌
で
の
作
業
で
し
た

が
、
﹁
え
っ
、
も
う
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
﹂
と
驚
く
く
ら
い
、

熱
中
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

農
薬
散
布
の
時
と
同
様
に
、
機

械
で
収
穫
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

前
は
、
広
い
田
ん
ぼ
も
こ
の
よ

う
な
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
大

変
さ
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
脱
穀
作
業

も
見
学
し
ま
し
た
。

　
12
月
上
旬
に
は
、
家
庭
科
で

お
米
の
炊
飯
と
お
味
噌
汁
の
調

理
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
鍋
で
の
炊

飯
は
初
め
て
で
し

た
が
、
事
前
に
調

べ
た
方
法
を
生
か

し
、
艶
々
の
真
っ

白
な
ご
飯
を
炊
き

上
げ
ま
し
た
。
炊

飯
器
を
使
わ
ず
、

手
間
を
か
け
、
思

い
を
た
く
さ
ん
込

め
て
作
っ
た
ご
飯

に
子
供
た
ち
は
と

て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

 

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
子

供
た
ち
は
農
業
の
大
変
さ
と
あ

り
が
た
さ
を
十
分
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
　︵
旭
陽
小
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
秀
純
︶

　姫路地域担い手育成総合支援事業及びＪＡ集落営農組

織協議会姫路支部の活動として、夢前福祉センター「ぱ

るむ」にて、８月 26 日、９月 17 日、10 月 22 日の

３日間パソコンソフト簿記研修会を開催しました。

　複式簿記を用いて、その年の儲け（損益計算書）と財

政成績（貸借対照表）を把握することで、益々の経営の

発展につなげようと、延69名の方にご参加いただきま

した。

姫路市賃借料情報
　令和２年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借

における賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりです。

1.データ数は、集計に用いた筆数です。

2.標準的な水準を算出するため、区分毎に全賃借料データの平均値±

　（平均値×70％）を超えるものを除いています。

3.旧香寺町・旧安富町は、データ数不足（5件未満）のため算出して

　いません。

4.３条許可及び利用集積計画の賃借料を対象としています。

締結（公告）
された地域名

平均額
（円）

旧 姫 路 市

旧 夢 前 町

旧 香 寺 町

旧 安 富 町

姫路市全域

7,325

6,872

−

−

7,088

最高額
（円）

10,000

12,000

−

−

−

最低額
（円）

5,000

2,800

−

−

−

データ
数

参　考
(使用貸借件数)

74

10

4

2

90

480

140

70

55

745
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農 事 相 談 室

編集委員が交代しました

人農地プラン策定状況
策定済　　　48 集落

農地中間管理事業取組状況
農地中間管理事業を活用した農地

面　積　約567    （4,813筆）

担い手　　  47　経営体

※令和２年12月末現在

井

藤

真

輔
さ
ん

　
　
　
　
岩
屋
集
落

　
　
　
　
︵
豊
富
町
神
谷
︶

（後列左から）　

委　　員　　　　　宏章

委　　員　　田靡　仁志     

委　　員　　宮下　裕光     

（前列左から）　

委　　員　　橋本　静枝

会　　長　　岸本　英夫

会長職代　　青田　誠

　
姫
路
市
北
東
部
に
位
置
す
る
豊

富
町
神
谷
で
、
﹁
チ
ー
ム
し
ん
す
け

農
場
﹂
を
営
む
井
藤
真
輔
さ
ん(

43)

。

約
30
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
と
約
50
ア
ー

ル
の
露
地
で
、
ト
マ
ト
を
中
心
に
、

姫
路
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
﹁
姫
路

若
菜
﹂
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
﹁
フ

ル
テ
ィ
カ
ト
マ
ト
﹂
と
姫
路
で
も

珍
し
い
品
種
の
﹁
フ
ァ
ー
ス
ト
ト

マ
ト
﹂
で
す
。
お
し
り
の
尖
っ
た

形
が
愛
ら
し
い
﹁
フ
ァ
ー
ス
ト
ト

マ
ト
﹂
は
、
酸
味
と
甘
み
が
強
く
、

肉
質
が
な
め
ら
か
で
、
も
っ
ち
り

と
し
た
食
感
が
楽
し
め
る
昔
な
が

ら
の
ト
マ
ト
ら
し
い
ト
マ
ト
で
す
。

﹁
姫
路
市
内
で
生
産
し
て
い
る
農
家

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
チ
ー
ム
し
ん

す
け
農
場
自
慢
の
ト
マ
ト
で
す
﹂
と

意
欲
に
満
ち
た
真
輔
さ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ト
マ
ト
は
３
連
棟
ハ
ウ
ス

２
棟
で
栽
培
し
、
温
度
・
湿
度
・

二
酸
化
炭
素
等
を
Ｉ
Ｔ
で
自
動
管

理
し
、
収
穫
量
、
効
率
性
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
真
輔
さ
ん
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
で
本
格
的
に
農
業
を

始
め
た
奥
様
の
絵
美
さ
ん(

39)

。

農
業
大
学
校
に
通
い
な
が
ら
地
域

の
農
園
で
イ
チ
ゴ
に
つ
い
て
一
年

間
勉
強
し
、
現
在
で
は
果
実
野
菜

担
当
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
３
棟
を
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
し
て
い
る

イ
チ
ゴ
は
、
﹁
紅
ほ
っ
ぺ
﹂
﹁
章
姫
﹂

兵
庫
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
品
種
﹁
あ

ま
ク
イ
ー
ン
﹂
の
３
種
で
す
。
全

国
的
に
高
設
栽
培
が
増
え
て
き
た

中
で
、
土
耕
栽
培
で
美
味
し
い
甘

い
イ
チ
ゴ
を
追
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　﹁
今
後
の
目
標
は
？
﹂
と
尋
ね
る
と
、

﹁
チ
ー
ム
し
ん
す
け
農
場
の
規
模
を

拡
大
し
、
ト
マ
ト
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

イ
チ
ゴ
な
ど
の
摘
み
取
り
体
験
や
ジ
ェ

ラ
ー
ト
の
販
売
な
ど
、
年
間
通
し

て
観
光
農
園
が
出
来
れ
ば
い
い
で

す
ね
﹂
と
ご
夫
婦
で
声
を
揃
え
夢
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　︵
農
業
委
員
　
青
田
　
誠
︶

　農地の売買・貸借、相続税等納税

猶予など、お気軽にご相談ください。

　なお、事務手続きなどのご相談は、

随時受け付けています。

◎原則、第１水曜日

　　　　午前 10 時〜 12 時

　【場所】　農業委員会室

　　　　　（姫路市役所 本館 9 階）

　【問い合わせ】　農業委員会事務局

　　　　　　　　TEL 079-221-2823

認

定

農

業

者

紹

介

月　日

３月３日

４月７日

５月６日

６月２日

７月７日

８月４日

９月１日

水

水

木

水

水

水

水

曜日

ＩＴ管理のハウスでフルティカ

トマトを栽培する井藤夫妻

「チームしんすけ農場」

オリジナル商品

全国農業新聞を購読しませんか

農地を相続された方へ

発行日:毎週金曜日
購読料:月額700円（税・送料込）
申込先：農業委員会事務局
　　　TEL 079- 221-2822

　相続等で農地の権利を取得した場合は、法務局での所

有権移転登記完了後、農地の所在する市町村の農業委員

会に届出が必要です。

　また、賃借権が設定された農地の耕作者が死亡した場合、

耕作権は相続人に継承されます。

　必要書類等は、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ】　農業委員会事務局 079-221-2823

　興味を持っていただける紙面づくりを目指し、

一丸となって取り組んでまいりますのでよろし

くお願いいたします。

相続税等納税猶予を受けている方へ

　相続税等納税猶予を受けた農地が営農されていない場合は、

納税猶予が打ち切られ、猶予されていた税とともにその

期間の利子税も合わせて納付しなければならなくなります。

　雑草が繁茂している場合はもちろん、農作物の栽培形

跡が見られない場合も営農しているとはみなされません

ので、十分ご注意ください。

農業者年金受給者の方へ

　農業者年金を受給されている方は、毎年５月下旬に

独立行政法人農業者年金基金より現況届が届きますので、

６月末までに農業委員会事務局へ提出してください。

　農地の維持管理、売買や貸借、新規就農のことなど、地元の農業委員または農地利用最適化推進委員にお気軽にご相談ください。

全国農業
新聞
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